
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

九

二

号

安
倍
総
理
大
臣
の
『
最
近
の
海
外
出
張
に
関
す
る
報
告
』
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

岡

本

充

功
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安
倍
総
理
大
臣
の
『
最
近
の
海
外
出
張
に
関
す
る
報
告
』
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
八
年
一
月
四
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
最
近
の
海
外
出
張
に
関
す
る
報
告
（
以

下
、
「
本
件
報
告
」
と
い
う
。
）
を
行
い
、
そ
の
中
で
、
日
印
原
子
力
協
力
協
定
に
つ
い
て
言
及
が
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
「
日
印
間
の
平
和
的
目
的
の
原
子
力
協
力
全
般
に
基
礎
を
与
え
る
協
定
に
つ
き
原
則
合
意
に
至
り
」
、
「
こ

の
協
定
は
、
原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
が
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
こ
と
を
確
保
す
る
も
の
で
」
あ
っ
て
、

「
万
が
一
、
イ
ン
ド
が
核
実
験
を
行
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
日
本
か
ら
の
協
力
は
停
止
」
す
る
と
い
う
内
容
で
あ

る
。一

方
で
安
倍
総
理
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
六
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
岡
田
克
也
代
議
士
の
日
印
原
子
力
協
力
協

定
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
（
以
下
「
本
件
答
弁
」
と
い
う
。
）
と
し
て
、
「
日
印
の
原
子
力
の
平
和
利
用
に
関
す
る
協

定
」
に
つ
い
て
、
「
仮
に
、
イ
ン
ド
が
核
実
験
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
日
本
か
ら
の
協
力
を
停
止
」
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
こ

の
協
定
は
、
原
子
力
の
平
和
利
用
に
つ
い
て
イ
ン
ド
が
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
こ
と
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
」
る
と
説
明
を
さ

れ
た
。

こ
れ
ら
に
関
し
、
以
下
の
通
り
質
問
す
る
。

一



一

「
核
実
験
」
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
現
行
法
令
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
も
の
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
が
、
一
方
、
大
気

圏
内
、
宇
宙
空
間
及
び
水
中
に
お
け
る
核
兵
器
実
験
を
禁
止
す
る
条
約
（
昭
和
三
十
九
年
条
約
第
十
号
）
及
び
包
括
的
核
実

験
禁
止
条
約
に
お
い
て
、
「
核
実
験
」
と
は
一
般
的
に
「
核
兵
器
の
実
験
的
爆
発
又
は
他
の
核
爆
発
」
を
い
う
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。
政
府
に
お
け
る
「
核
実
験
」
の
定
義
は
ど
う
か
。

二

日
印
原
子
力
協
力
協
定
中
の
「
核
実
験
」
に
つ
い
て
、
質
問
一
に
お
け
る
「
核
実
験
」
の
定
義
や
考
え
方
と
異
な
る
と
こ

ろ
が
あ
る
か
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
を
用
い
た
核
兵
器
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
仮
想
実
験
は
、
こ

れ
に
含
ま
れ
る
か
。

三

本
件
報
告
に
お
け
る
「
平
和
的
目
的
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
目
的
か
。

ま
た
、
原
子
力
基
本
法
第
二
条
や
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
一
条
に
規
定
の

あ
る
「
平
和
の
目
的
」
と
、
そ
の
定
義
や
用
い
ら
れ
方
、
範
囲
に
お
い
て
差
異
は
あ
る
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
差
異
が
あ
る
の
か
。

四

本
件
報
告
に
お
け
る
「
平
和
的
利
用
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
利
用
の
こ
と
を
い
う
の
か
。
本
件
答
弁
で
は

「
平
和
利
用
」
と
の
文
言
を
用
い
て
い
る
が
、
本
件
報
告
と
用
語
が
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
特
段
の
意
義
や
、
具
体
的
な

二



内
容
に
お
い
て
差
異
が
あ
る
の
か
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書
（
二
〇
一
五
、
二
〇
一
〇
等
）
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
（
平
成
二
十
六
年
四
月
、
平
成
二

十
二
年
六
月
等
）
、
あ
る
い
は
『
日
本
の
軍
縮
・
不
拡
散
外
交
（
第
六
版
）
』
（
平
成
二
十
五
年
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
原

子
力
の
「
平
和
利
用
」
と
比
較
し
て
、
定
義
や
用
い
ら
れ
方
、
具
体
的
な
内
容
に
お
い
て
差
異
は
あ
る
の
か
。
あ
る
と
す
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か
。

五

本
件
報
告
に
あ
る
海
外
出
張
に
要
し
た
経
費
に
つ
い
て
、
当
初
予
算
と
実
際
に
要
し
た
費
用
、
費
目
、
内
訳
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
財
源
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


